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論　　文　　の　　要　　旨

　沃川累層群は支那方向とよばれる地質大構造に支配されて，朝鮮半島申央部に北東一南西方向

に整然と帯状に分布する極めて特徴的な地質系統で，1923年に申村新太郎博士によって始めてそ

の大要が明らかにされた。この地質系統は朝鮮半島はもとより東アジアの地質構造論上極めて重

要なものとして，古くから多くの研究が行われてきた。最近は日本列島最古の変成帯といわれる

飛騨変成帯はその直接の延長で，日本海の形成によって現在の位置に転位したものとする考えも

提唱され，日本列島の形成史上からも注目を集めている。しかし沃川累層群は全般的に広域変成

作用を受けて，地層は著しく変形し，かつ化石の産出は極めて稀で，その詳細な地質構造や時代

論についてはこれまで異論が多く，不明の点が少なくなかった。著者は長年にわたり広範囲の詳

細な野外調査めて重要なものとして，古くから多くの研究が行われてきた。最近は日本列島最古

の変成帯といわれる飛騨変成帯はその直接の延長で，日本海の形成によって現在の位置に転位し

たものとする考えも提唱され，日本列島の形成史上からも注目を集めている。しかし沃川累層群

は全般的に広域変成作用を受けて，地層は著しく変形し，かつ化石の産出は極めて稀で，その詳

細な地質構造や時代論についてはこれまで異論が多く，不明の点が少なくなかった。著者は長年
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にわたり広範囲の詳細な野外調査を行い，五万分の一地形図で実にu図幅，約4，500㎞に及ぶ沃

川累層群分布地域の地質図を完成し，その全貌を解明した。その大要は次のとおりである。

　沃川累層群は2累層からなる下部の米院層群と，5累層からなる上部の徳坪層群に区分され両

者は非整合関係にある。これらの層序および詳細な地質構造は2層の炭酸塩岩を野外で鍵層とし

て追跡することによって明らかにされた。米院層群は先カンブリア系の上に非整合で重なり，主

として石英・雲母片岩や変成砂質岩などからなり，結晶質石灰岩や白雲岩，含正珪岩礫質片岩な

どを挟在し，層厚1800㎜に達する。徳坪層群の5累層は下部から結晶質石灰岩，黒岩頁岩・千枚

岩，含礫泥質千枚岩，結晶質石灰岩，泥質千枚岩からなり2つの非整合が認められていて，層厚

は最大1460㎜と算定されている。地質構造は大局的には分布方向，すなわち支那方向に平行な軸

を有する複雑な複向斜構造を呈し，ジュラ紀と白亜紀の火成岩類によって貫入を受けている。ま

た含化石層で朝鮮半島の旧古生界の標準層序である朝鮮系との関係も明確にし，米院層群はカン

ブリア系一下部オルドビス系，徳坪層群は中・上部オルドビス系と結論している。朝鮮系の大石

灰岩統の下部が主として石灰岩であるのに対し，同時代の米院層群の原岩の多くが砂質岩からな

るのは，その堆積環境がより浅海の瀕海堆積相を示すものとしている。また沃川累層群の岸酸塩

岩は朝鮮系のものに比較してよりドロマイト質である点を多くの化学分析値から明確にしている

が，これも両者の堆積環境の差に起因すると考えている。また徳坪層群中の黄江里層の下部層は

含礫泥質千枚岩からなり下位の花田里層を非整合の覆い陸成層であるとしている。さらに，沃川

累層群は中生代の変動と数回にわたる火成活動によって変成作用が完了したことを明らかにした。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は東アジァの地質構造発達史上重要な地質系統である沃川累層群の層序，堆積環境，地

質構造などを広範囲な野外調査と室内の岩石化学的研究によって解明した。これは従来のいかな

る沃川累層群の研究よりも精度が高く，その成果は高く評価される。また著者は沃川累層群の延

長とする見解もある飛騨変成岩を本論文完成前に来日して実地に踏査し，この考えに反駁してい

る。今後は沃川累層群の小構造の解析ならびに大構造との関係，変形発達史の詳細な解明が期待

される。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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